


















(1)大正 10年発行旧版地形図(多面体図法)、縮尺 1150，000; (2)昭和 52年発行 1150，000
地形図(横メルカトール図法)(3)平成4年発行 1125，000地形図(横メルカトール図法)。
屋久島の標高 500m以下の地域を解析対象地域とした。
地形図には様々な土地利用に関する情報が記されている。しかし、地形図の特徴として、
農地や村落は境界線で区切れれているが、樹林地と荒地は印だけで境界線がない。そこで、
入力方法として、(1)農地と村落は土地利用界を入力し、(2 )樹林地と荒地は印地点を
入力してから、その点から周辺ポリゴンを作成し、それぞれの地域を推定したうえで面積
などを計算した。
大正期の地形図には荒地がその後の地図に比べて広範囲に分布していた。荒地は標高の
高い地域にも存在し、最高で標高 500mまで及んだ。また、標高が低い地域にも針葉樹が
多く分布していた。これは松林の可能性が高い。昭和・平成期の地形図には荒地が表れる。
しかし、これは造成後の空地や耕作放棄地の可能性が高い。
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